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皆さんこんにちは。先ずは

先週の延寿会にて、賀寿をお

迎えになられました皆様、誠

におめでとうございます。改

めて心よりお慶び申し上げ

ます。また、会員の皆様には、

お忙しい中祈願式からご参

加頂き、誠に有難うございま

した。山口委員長率いる親睦

例会活動委員会の皆様には、早い時間から準備をして

頂き会の運営まで大変お疲れ様でした。稲次君のＭＣ

による、「なんでも鑑定団」ですが、少し心配しており

ましたが、予想以上に盛り上がり安心しました。また、

今日の例会は月に一度の席替えです。井上ＳＡＡ委員

長有難うございました。何を基準にしているか楽しみ

です。 

 さて、本日の例会は「青少年奉仕委員会」による、

第６回クラブフォーラムになっております。内容は、先

月の旭川空港ロータリークラブとの「青少年交流事業」

についての報告です。その前に、私の方からこれまでの

「旭川空港ロータリークラブ」との交流の歩みについ

て少しお話させて頂きます。２０１６年９月山瀧会長

年度に、言葉が通じる北と南の交流を目的として、当時

の山瀧会長、竹本国際交流委員、本田国際交流委員長と

岡の４人で訪問したのがスタートでした。その後、２０

２０年１月南部会長年度に、青少年交流事業として始

めて子供５名参加で、地区補助金を活用して実施しま

した。２０２０年１０月池永会長年度には「友好クラブ」

の締結を結び、２回目が２０２４年１月馬場会長年度

に子供８名参加で実施しました。そして、今回が３回目

で子供１７名の参加となりました。約１０年に亘り、旭

川空港ロータリークラブとの交流が続いてきました。

次年度への引継ぎとして、青少年交流事業の方向性と

友好クラブとしての交流をどうするか、新たな発想で

考えて欲しいと思います。どうぞよろしくお願い致し

ます。 

 

 

 

１． 来信 
■ガバナー事務所 
・「ＤＸ推進アンケート」登録のお願い 
 

■佐世保南ＲＣ 
・市内 8RCゴルフ大会ご案内 

 

 

 

 

 

   ２月 ３日 岡  光正・晴美 ご夫妻 

   ２月 ９日 山口 裕之・和子 ご夫妻 

   ２月２９日 馬渡 圭一・恵梨 ご夫妻 

 

 

 

 

昭和２７年２月 ３日 牛島 義亮君 

昭和３８年２月 ８日 井手 陽一君 

昭和３２年２月 ９日 平岩 義明君 

昭和４６年２月 ９日 山口 裕之君 

昭和６３年２月 ８日 春本 竜太君 

 

 

 

 

本日の出席率８５.７１％：会員数５５名・出席２５名・欠席１３名・出席規定免除会員１１名・ビジター０名 

前々回の修正出席率９０.９０％：出席３３名・メークアップ０名 
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岡 光正会長・芥川 圭一郎副会長・馬渡 圭一幹事 
明日２月２０日から２２日の３日間、相浦地区で 

４５０年以上の歴史を誇る『愛宕祭り』が開催されま

すね。地域の春を告げる伝統行事とされていますが、 

毎年ものすごく寒いイメージがあります。今年は 

比較的暖かそうですね。佐世保ベンチャーズさんも 

登場されるステージイベントもあるそうですので 

皆さま是非足を運ばれてみてはいかがでしょうか♪ 

さて、本日の例会は青少年奉仕委員会による第６回

クラブフォーラムとなっております。旭川での青少

年奉仕交流事業の楽しい報告が聞けるかと思います。

本日もよろしくお願いいたします。 

山瀧 正久君、竹本 慶三君、橋口佳周君 
２月１２日延寿会にて、賀寿の御祝い、並びに厄除け

の御祈願を頂きありがとうございました。。 

橋口 佳周君 
先日の延寿会にて過分なるお祝いを頂きありがとう

ございました。また、お宝鑑定で、本物の認定を頂

重ねて御礼申し上げます。中央会のゴルフは２回連

続の最下位という不名誉な事になりましたが、小渡

賞という馬をもらいました。 

井手 陽一君 
お誕生日のプレゼントありがとうございます。毎年

の事ですが、家族からは何のお祝いもありません。ロ

ータリーだけが唯一のお祝いの場です。これからも

しっかりと活動させていただきます。 

香月 章彦君 
先日の中央会、２位になりました。ニコニコします。 

岡 光正君 
２月３日の結婚記念日に、お花ありがとうございま

した。中央ＲＣと一緒で３５周年になりました。２月

３日はビルのオーナーの口利きでなかなかいく事が

出来ないフランス料理のエレで食事をする事ができ

ました。家内も喜んでいました。 

芥川 圭一郎君 
本日の例会は、新商品説明会のため欠席します。佐

賀さくらマラソンまで、１か月かな。。。やばい。 

 

 

本日の合計   12,000 円 

本年度の累計  932,000円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＳＡＡ：鶴田明敏 

次回例会２月２６日１２：３０～ 

 
 

◆第６回クラブフォーラム◆ 
青少年奉仕委員会 

旭川青少年奉仕交流事業 実施報告 
 
日程 ２月１４日（土）～２月１６日（月） 
合計人数 : 40名(大人 23名:児童 14名:幼児 3名)

１４日：福岡空港集合。旭川到着後、旭川空港   
ＲＣとの合同例会。方言クイズで交流 

１５日：男山酒造見学、旭山動物園。ゲストハウス 
（久保氏）にて雪遊び（バナナボート等） 

１６日：猛吹雪のためエスコンフィールド訪問を断 
念。千歳空港へ直行。 

 
方言クイズでは「さるく（歩く）」という佐世保弁
が、過去に佐世保を訪れた旭川の子供たちに通じる
という感動的な場面がありました。これは、地理的
距離を超えた「国内における国際交流」の具現化で
す。 
最終日の吹雪による欠航・遅延という危機に対し、
ＪＡＬサファイア会員である筒井琢磨君のサポート
が光りました。また、翼に「オレンジ色の除雪・着
氷防止液」を散布して出発を待つ緊迫した光景は、
冬の北海道ならではの得難い体験となりました。 
初参加の倉科君の子供たちが「また同じメンバーで
行きたい」と話していたそうです。多世代交流を通
し子供たちの視野が広がったことが、本事業の最大
の成功です。。 
降雪による予定変更や輸送機関のトラブルは、会員
たちが協力してこれらを乗り越える過程で、かえっ
て「連帯感」や「危機管理能力」を強化させまし
た。トラブルそのものが、今回の交流での忘れがた
い教育的体験なったようです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


